
高浜町
ライフスタイルデザイン会議ニュース

第8回

令和7年9月22日（月）、第8回高浜町ラ

イフスタイルデザイン会議×地方創生を

開催しました。町内13名、関係人口8名、

合計21名（男性9名、女性12名）の参加者

が集まり、一般社団法人日本ウェルビー

イング推進協議会の島田由香氏より、

「幸せな働き方・暮らし方。自然や人と

のつながり」をテーマに講演を聞き学び

を深めました。その後、５つのチーム

（テーブル）に分かれ、高浜町の特徴・

強味・弱みを考え、10年後の高浜町につ

いて、思いやイメージのシェアを行い、

チーム毎にアイデア発表を行いました。
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ご参加ありがとうございました。

住めば夢中
全然知らなかった高浜町 未来の一当地

・呼ぶイベント TUBE サザンオールスターズ
・車がないと移動しづらい
・いつ高浜町につくのかわからず怖かった
・移住したい人に優しくない 住宅 仕事 おためし
・人を育てるのが下手 買い物（老人）が不便
・良くも悪くも原発依存
・町外者県外者ウエルカム
・また来たくなる（会いたい人がいる行きたいところがある）

・子育て支援が充実している 自然が豊か
・子供たちに活躍の機会が多くある

・災害が少ない
・圧倒的な自然（青葉山） 魚がおいしい

自分に“かえる”ばしょ高浜町
自分をとりもどす時間 変える 帰る 還る カエル

・オープンマインド 人を受け入れてくれる人がいる
・釈宗演さんが生まれた地 ZEN発祥の地
・海と山と里が近くにある
・気がるな交通機関が少ない 歩くしかない？
・ここに来るまでの交通網（車以外）が不便、遠い
・土日便を増やす 移動はリセット時間
・町中移動手段ふやす

・静か（音が少ない）
・ 160種以上の魚介類が採れる
・杜仲茶が美味しい 海の幸が美味しい

・月の満ち欠けを感じる 1次～6次産業まである
・青葉山がある 薬草が豊富 海がキレイ
・気軽に行けるカフェが少ない 芸術にふれる機会がかなり少ない
・昔の「女性だから」を求められる
・ゲンパツのマチというイメージ

ウエルビー高浜～夢の杜仲～

・高浜とchu!
・人と人が自然につながる街
・高浜わがままありのまま
・いっちばんウエルビーイング高浜

・朝陽や夕陽 自然を満喫しながらランニングできる
・ 20kmはほぼノンストップでランニング出来る
・都市部から遠い インバウンドに対応する交通が不足
・車がないと不便 高齢者の方 移動手段が不足
・ ZEN 自然 薬膳 完全 禅
・もっともっとアピールできる シェアハウスがない
・世界に発信できるTOCHU
・オーガニック杜仲茶の名産地

・応援してくれる空気
・挑戦できるまち（受け入れる＋応援がある）
・祭りに熱中 コミュニティの横のつながりが弱い
・原発という安定した経済・エネルギー
・財力からくる豊かなゆとり 文化度高さ
・アートの要素がいっぱい

美しい自然を舞台に
自分らしい暮らしができるまち
2035年今よりも心豊かで安心できる健康なま
ちを実感する 幸福を体現できるまち

・働く職場の種類が少ない 女性の働く職場が少ない
・交通の便が弱い

・海業振興モデル地区
・海がある 自然景観（白砂青松青葉山）
・杜仲茶のファンになりました 山がすてき
・地域のつながりが深い 地域愛が強い人が多い
・禅 自慢 歴史文化 七年祭
・豊かな財源（原発）
・おだやかな時間がすごせる もっと好きになる高浜町

みんなで青春しよう

・京都から近い ぜん 京都オーバーツーリズム
・自然 空が広い 海が見える 空気がキレイ
・サプライズ とちょう茶が昔飲んだものと別物レベルでおいしい

・行政がアツイ（想いがある）！子供がキラキラ
・子どもたちがちゃんと青春している 地元の人が参加するイベントが多い
・かっこいい女性が多い（起業家など）

・海だけでなく山も 青葉山をもっと大事に
・村どおしのつながりがあればもっとつよい

・ネット予約できる宿少ない 職種が少ない
・車がなくてはならない もっと年をとったあとの移動が不安
・飲食店が（カフェ）少ない ホッとする場所が少ない
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